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1 . はじめに
コンピュ ー タを用いた授業か話題に登るようになって久しい。 本県も例外ではなく、 将来的に







能力が低い、 即ち、 どこに何があるのかわからない生徒かそのまま高校へ入学してくるケ ー スが
みられるのが現状である。 筆者の勤務校も例外ではなく、 毎年そういった生徒を散見する。










Piaget, J. <3l はこの「空間認知能力」についても彼の発達理論の中で4段階に区分している。



































① 以下に示すような3 パ タ ー ンの茨城県の地図を示し、 それぞれの地図について水戸、 日立、
土浦、 下妻、 石下がそれぞれどのあたりに位置していると思うかについて、 3 パタ ー ンの地図上
にX印をつけてもらう。 用紙として、 B 4版の白紙に約60万分の1の縮尺で茨城県を描いたもの
を使用した。
�\...__ 
パタ ー ンI パタ ー ンII パタ ー ンIlI
② 時間はパ タ ー ン一つにつき、 3分とした。 方法としては、 ひとつのパタ ー ン終了後即回収、
つきのパ タ ー ン終了後また即回収という方法をとった。 発問としてはそれぞれのパ タ ー ンを配布
後、 「この地図上に、 水戸、 日立、 土浦、 下妻、 石下の位置をX印で示して下さい。 その際X印
の横にそれぞれの都市名を必ず書いて下さい。 」とのみ行った。
(3) 結果について
各クラス毎に、 それぞれのパ タ ー ンについて、 生徒ひとりひとりの結果を集計したか、 ここで
はそれらのなかから土浦市におけるパ タ ー ンI、 パ タ ー ンmについての結果を示す。 図 1 (a) 
.,..__, (d)かそれである（図l中の〇印は実際の土浦の位置である。）。 また、 それぞれのパタ ー
ンの結果について、 実際の都市からの距離を10kmずつ区切り、 その範囲内に於ける度数分布もあ
わせて集計してみたものか表1 (a).,..__,(d)である。 表2 (a)、 (b)は、 以上 2クラスの
結果をそれぞれまとめたものである。 （それぞれ表1 (a + c), 表1 Cb + d)を示す。）。
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キn 0,-..._,10 10-2� □ 五ニー 30�王
度
3 13 8 
数
％ 9. 1 39.4 4. 2
(2) 2年Y組
表1 (C) 
抑 0,,..._,10 10------20 20,....___,30 30,,..___, 
度
3 19 7 10 
数
% 7. 7 48. 7 17. 9 25. 6
(3) 2クラスの合計
表2 (a) 
キ〇 0,...__.,10 10-20 20----...,30 30,...___,, 
度
6 32 16 18 
数
％ 8. 3 44.4 22. 2 25. 1





1□-□ - 7. 1




100. ％ 27. 5
計 キ〇 0,..__,10 
度
72 → 24 




10,...__.,20 20,...__,30 30,,...._, 計
13 8 1 35 
37. 1 22. 9 2. 9 100. 
表1 (d) 
10,...__,20 20,..___.,30 30,..___, 計
14 10 5 40 
35. 0 25. 0 12. 5 100. 
表2 (b) 
10,.._,20 20,...__.,30 30,.__, 計
27 18 6 75 
36.0 24. 0 8. 0 100.
※なお、 それぞれの表について、 パターンか変化したときの合計人数が一致しないのは、 個々
の実験結果について判別不能のものや、 未記入のものかあったためてある。
4. 考察
パターンIは単なる茨城県の白地図、 Ilは、 それに三河川を加えたもの、 IllはIlに二湖沼を加
えたものてある。 2. ても触れたように、 河川や湖屠といった地理的な情報かあたえられた場合、
生徒の地理的な認識は明らかに変化していくことかこの実験結果から窺えるのではないかと思わ
れる。 3 . のなかでのパターンI、Illの結果のみ示したか、 パターンIlにおいてもこれはど明瞭
ではないが、 この傾向は窺えた。 図lを参照していただくと、 それぞれのパターンをつうしての
各生徒の土浦という街にたいするメンタル ・ マップの変化か明らかである。 特に表2を参照して
いただきたいのであるか、 パターン1においては土浦市を実際の位置から10km以内に認識してい









域である日本、 その自然環境にづいて触れ、 また、 さらに身近な地域である茨城県の都市位置の
確認といった作業を通じて、 地理的情報の重要性に気づかせながら、 空間認知能力の向上を目指
した。
以下にこのソフトの概要を示す（表 3)。 なお、 今回このソフトは、 茨城県立情報処理教育セ











使用機種 NEC PC9801 �S-DOS 使用言語 N88B AS I C 
実行時間 1 - 2時間 周辺機器 高精細度ディスプレ ー
教材作成支援システム 長野県産業教育センタ ー
様 式 チ ユ ウト リ ア ル
形 、能LC, ヽ lクラス グル ー プ(4 - 5人） 個人
6. 利用方法
(1)操作方法
本体の電源を入れ、 ドライヴAにシステムフロッピ ー (Ver.3. 0マウス対応）を、 ドライヴB
に学習者用フロッピ ーを入れる。オ ー トスタ ート後、画面の指示に従って操作する。画面に以下
のメニュ ー （図2)が表示されたら、学習したいコ ー スの番号を入力し選択する。
-71-
［日 本の 自然
メ ユ - J一
1 日 本の 地 形
2. 日 本の気候
3. わか 郷土茨城




どのコ ー スからでも開始てきるか、 「1 . 日本の地形」から系統的に学習を進めていくのが望
ましい。それぞれの学習中に、適宜質問形式で問題が出される。解答方法は、一部にカタカナ入
力を求める場合もあるか、そ の他大部分の設問を、解答が容易なように、番号選択式とした。





I. 関東平野， 2. 仙台平野
3. 石符平野 3. 斬泣平野
冨号を入れて下む、 口











































このコ ー スは、 「日本列島の成立ち」、 「地震と火山」の二つの項目から成り立っており、 そ
れぞれの学習中、 適宜質問かなされる。
II. 日本の気候





このコ ー スでは、 I、 IIでの学習の成果を踏まえ、 茨城県の自然地形についての学習をひとと
おり終了した後に、 県内の8都市についてその位置を地図上に確認する。 最初に県の領域を示し
ただけの地図上に8都市が示され（図5)、 ついで、 この中から出題の意図に沿った1都市を選
択する。 誤答に対しては、 次々に「地理的情報」が提供され（図6、 図7)解答者はしだいに正
解に近づいていく。
おもな河川を頃入し立す．













CAIソフトの開発にあたって最も心かけるべき点は、 骨組のしっかりしたコ ー スウェア ・ チ
ャ ー トを作成することだと考える。 今回、 時間的制約という物理的要因のため、 最も力を］主ぐべ
き作業をおろそかにしてしまったような気かする。 今後の課題としたい。
さて、 冒頭にも触れたように、 高校進学率の上昇にともない、 我々高校側は様々な生徒を受け
入れざるを得なくなっているのか現状である。 理由はともあれそのような生徒の中に本稿「l
はじめに」でも触れてきたような生徒か確実に存在する。 地理的な認識はひとえに社会科学だけ
でなく全ての教科、 科目のバックボ ー ンとなりうるのてある。 もしそうであるならは、 これほど









(2)田村和浩(1991): 地理的情報の付与と空間認知能力の変容 ． 地理・地図資料， 1991-4, pp. 12------
13. 帝国書院。
(3) Piaget, J. (1969): "The psycho I ogy of the chi Id " Basic Books, New York
(4) Lynch, K. (1960): "The image of the city " MIT Press
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ー 78 | 
日
本
の
気
候
メ
ニ
ュ
ー
ヘ
戻
る
③ 
我
が
郷
土
茨
城
開
始
フ
レ
ー
ム
茨
城
県
の
自
然
地
形
説
明
学
習
の
方
向
付
け
りか
ミン
グ・
乃
1
自
然
地
形
質
問
1
(露
ヶ
（甫
）
肘
入
力
不
正
解
B
 
c
 
B
 
C| 
4
自
然
地
形
質
問
la
(霞
ヶ
［甫
）
茨
城
県
の
自
然
地
形
復
習
7
レ
ー
ム
自
然
地
形
質
問
2
(那
珂
川
）
ド
茨
城
県
の
都
市
0ケ
ー
シ3
ン
説
明
l
(c
f
図
5
)
正 解
カナ
入
力
不
正
解
茨
城
県
の
都
市
0ケ
ー
シ3
ン
説
明
2
自
然
地
形
質
問
2
a
(那
珂
川
）
都
市
位
置
確
認
質
問
1
(水
戸
）
自
然
地
形
質
問
3
(筑
波
山
）
正
解
-.J
 
カナ
入
力
不
正
解
I 
I都
市
位
置
確
認
質
問
2
(水
戸
）
正
自
然
地
形
質
問
3
a
(筑
波
山
）
解
都
市
位
置
確
認
質
問
3
(水
戸
）
茨
城
県
の
自
然
地
形
復
習
7レ
ー
ム
都
市
位
置
確
認
質
問
4
(水
戸
）
3
 
水
戸
市
正
解
フ
レ
ー
ム
D
4
D都
市
位
置
確
認
質
問
1
(ッ
ク/
(ク
）
地
理
的
情
報
の
重
要
性
説
明
正
解
正解
都
市
位
置
確
認
質
問
2
("
)ク
/(
ク ）
地
理
的
情
報
の
種
類
等
説
明
1
都
市
位
置
確
認
質
問
3
("
}り
、1い
）
地
理
的
情
報
の
種
類
等
説
明
2
つ
く
ば
市
正
解
フ
レ
ー
ム
終
了
フ
レ
ー
ム
正
解
80 
都
市
位
置
確
認
質
問
1
(土
浦
）
日
本
の
自
然
マス
タ
ー
・｝
こ
1
—
へ
戻
る
正
解
都
市
位
筐
確
認
質
問
2
(土
浦
）
都
市
位
置
確
認
質
問
3
(土
浦
）
(c
f
図
6
)
都
市
位
置
確
認
質
問
4
(土
浦
）
(c
f
図
7
)
土
浦
市
正
解
フ
レ
ー
ム
